
 令和７年度 大野市休日急患診療所利用状況報告  

１ 令和７年度の受診者数 ３，７２１人  

年度 受診者数 土曜日平均 
土曜日 

夜間 

日曜・祝日 

平均 

 日曜・祝日

夜間 

令和７年度 ３，７２１人 １１人 ３．９人 ４３人 ７．８人 
令和６年度 ４，１１６人 １２人 ２人 ４８人 ８人 

令和５年度 ３，８７０人 １１人 ４人 ４６人 ８人 

令和４年度 ２，１７１人 ６人 ３人 ２６人 ２人 

令和３年度 ２，０９１人 ７人 ３人 ２４人 ５人 

                               ※夜間：１７時～２１時 

（受診者内訳） 

 内科 外科 小児科 

令和７年度 
１，５８７人↓ 

（４２．６％) 

７９８↑ 

（２１．４％) 

１，３３６人↓ 

（３５．９％) 

令和６年度 
２，００５人  

(４８．７％) 

７７１人 

(１８．７％) 

１，３４０人   

(３２．６％) 

 

（居住地別） 

 市内 県内 県外 勝山 

令和７年度 
２，９６０人↓ 

（７９．５％) 

１６２↑ 

（４．４％) 

１１０人↓ 

（３．０％) 
４８９人↓ 

（１３．１％) 

令和６年度 
３，２８２人  

(７９．７％) 

１５１人 

(４．０％) 

１４６人 

（３．０％) 
５３７人   

(１３．０％) 

 

２ 疾病分類 

 内科系 外科系 
アレルギー疾患 

（アナフィラキシ－を含む） 
その他 

（精神疾患を含む） 

令和７年度 
２，７０８人 

（７２．８％） 
８８６人  

（２３．８％） 
８５人 

（２．３％） 
４２人 

（１．３人） 

令和６年度 
３，３１５人 

（８０．５％） 
７２１人  

（１７．５％） 
６５人 

（１．６％） 
１５人 

（０．４人） 
 

３ 救急搬入・転送・紹介状記入件数 

 
救急搬入 二次・三次救急転送 紹介状記入 

二次・三次 
医療機関へ紹介 

逆紹介 

令和７年度 ２３件 
１５件 

（自車で紹介６５件） １８８件 １２０件 ６８件 

令和６年度 ２９件 ２４件 ２００件 １４０件 ６０件 

 

※ ※ 

資料２ 



４ 特記事項 

（１）内科 

４月 
・胃腸炎や咳を伴う風邪症状の患者が多く見られた。 
・尿路結石の転送や、急性虫垂炎の紹介があった。 

５月 
・８０代女性がＣＰＡで救急搬入。救命処置を行ったが自己心拍再開は認められず、 

慢性心不全の増悪により死亡確認となった。 
・脳梗塞疑いや心疾患、尿管結石などの紹介が多くみられた。 

６月 ・気温が３０度を超えるようになり、熱中症の症状を訴える患者がみられるようになった。 

７月 
・熱中症や脱水の患者は１６人で中等症もみられた。３連休中には、２０代から９０代ま

での熱中症による救急搬入が４件あり、いずれも補液で全身状態は改善し、帰宅可能とな

った。 

８月 

・熱中症や脱水の患者は１５人であった。また、新型コロナウイルス感染症患者が増加し

た。 
・肺炎や、路上で動けなくなっていた新型コロナウイルス感染症患者(７０代男性)の転送、

ならびに急性虫垂炎の紹介があった。 

９月 

・心疾患の紹介があった。 
・施設や高校でクラスターが発生するなど、新型コロナウイルス感染症の感染が拡大し、

１日１０人以上の陽性者が確認させる日もあった。下旬には、のどの痛みや咳などの風邪

症状を伴う受診者は多くみられたものの、新型コロナウイルス感染症の感染者数は減少し

た。 

１０月 
・胆管炎での転送や、８０代及び９０代の肺炎の紹介があった。 
・今年度初めてインフルエンザ A 型が確認された。 

１１月 
・インフルエンザ感染症の感染が拡大し、発熱を伴う風邪症状の患者が急増した。 
・７０代から９０代の肺炎での転送が１件、自車での紹介転院が３件あった。 

１２月 
・風邪症状を伴う患者は多かったが、インフルエンザ感染症は減少し、新型コロナウイル

ス感染症や溶連菌など他の感染症がみられるようになった。 
・今年度初めてインフルエンザＢ型が確認された。 

１月 
・中旬からインフルエンザＢ型の感染者が増加した。インフルエンザ感染症と新型コロナ

ウイルス感染症の同時感染者もみられた。 
・障害者入所施設で新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生し、５名が来所した。 

２月 
・インフルエンザＢ型の感染が拡大し、感染者が多くみられた。 
・心疾患や肺炎での紹介がみられた。 

３月 
・インフルエンザＡ型とＢ型が混在していたが、下旬にはインフルエンザ感染症の感染

者数は減少し、Ａ型はほとんど確認されなくなった。 

・胃腸症状を伴う患者が多くみられた。 

 

（２）外科 

４月 
・野外での骨折や打撲のほか、裂創など縫合を要する外傷患者が多くみられた。８０代男

性が木に登って枝打ち作業中に転落し、脳震盪、鎖骨骨折及び頭部裂傷が認められた。頭

部の縫合及びトキソイドワクチンの接種後、転送となった。 

５月 ・マダニなどによる虫刺傷や動物咬傷が増加した。 



５月 ・９０代男性が転倒し、右第５趾の脱臼を伴う基節部開放骨折を認めたため、紹介転院と

なった。 
６月 ・小児の骨折が多くみられた。いずれも簡易固定を行い紹介転院となった。 

７月 
・虫刺傷が増加し、蜂刺傷が最も多く９人だった。 

・骨折や脱臼による受診者は１５人で、６月の２倍の人数であった。 

８月 
・虫刺傷が多くみられ、クラゲによる刺傷も見られた。 
・９０代女性が自宅で転倒し、腰椎圧迫骨折及び胸椎破裂骨折で紹介転院となった。 

９月 
・レジャー等で身体を動かす機会が増えたことから、打撲や捻挫、筋挫傷による受診が多

くみられた。関節水腫による関節穿刺や関節注射を行った方も数名みられた。 
・市内の高校の体育祭において外傷者２人の受診があり、簡易固定を行い帰宅となった。 

１０月 

・小中学生のスポーツでの骨折や捻挫、裂傷などの受診が多くみられた。 
・始業前に、地区の奉仕作業における草刈り中の鉢刺傷に関する問い合わせがあった。医

師が到着前であったため、意識清明で局所症状のみの３名は受け入れ、アナフィラキシー

様症状のある方は２次医療機関の受診を促した。 
１１月 ・切創や挫創など、縫合を要する方が多くみられた。 

１２月 
・小児の肘内障や骨折が多くみられた。 
・６０代男性が酩酊状態で倒れていたと家族と来所。左下肢の裂創から骨まで露出してい

たが歩行は可能であったため、創部の洗浄及び縫合を行い帰宅となった。 

１月 

・今期最強寒波の到来により、雪による怪我の受診者が増加した。スノースポーツや除雪

作業に伴う骨折、脱臼、打撲等の怪我が１日で１３人みられ、うち８人は屋根雪下ろし中

の転落によるものであった。整形外科医が出務していたため固定や整復を行い、紹介転院

は無く全員帰宅となった。 

２月 
・除雪やスノースポーツに伴う骨折、脱臼、打撲などの外傷がみられた。県外の５０代男

性がスノーボードでジャンプ台から転落し、左肩の脱臼が認められたため、沈静をかけて

整復を行った。 

３月 

・車の接触事故による捻挫や打撲などの外傷での受診が３件あった。 
・気温の上昇に伴い野外での活動が増加したため、創傷や打撲・骨折等の受診が増加した。

７０代男性が農作業中に管理機に左足を挟まれ、裂傷の縫合及びトキソイドワクチンの接

種を行い帰宅となった。 

 

（３）小児科 

４月 
・胃腸炎や咳を伴う上気道炎の患者が多くみられた。 
・３歳女児のパチンコ玉の誤飲があった。 

５月 
・４月に引き続き、胃腸炎や咳を伴う上気道炎の患者が多くみられた。 
・１０ヶ月男児がＲＳウイルス細気管支炎と肺炎で紹介転院となった。 

６月 
・熱中症の症状を訴える患者がみられるようになった。 
・百日咳と診断されている７歳男児が咳の増悪で来所した。 

７月 
・ウイルス性疾患が増加。ヘルパンギーナや突発性発疹、伝染性紅斑が多く見られた。 
・１３歳男児がアナフィラキシー症状で来所。救命処置を行い紹介転院となった。抗原は

ハワイ土産のホットケーキミックスの中にいたダニの経口摂取であった。 

８月 ・ヘルパンギーナや突発性発疹、伝染性紅斑などのウイルス性疾患が多く見られた。 



８月 ・勝山市のこども園で新型コロナウイルス感染症の流行がみられた。 
・旅行中の８歳男児がアナフィラキシー症状で来所。救命処置を行い紹介転院となった。 

９月 
・市内の小中学校で新型コロナウイルス感染症の流行がみられたようだが、診療所への受

診は少なかった。 
・喘息やクループ性気管支炎がみられるようになった。 

１０月 
・夏かぜと言われるヘルパンギーナや突発性発疹、伝染性紅斑が減少し、喘息や気管支炎

が増加した。 
・１４歳男児が熱発、腹痛及び血便を伴う下痢がみられたため紹介転院となった。 

１１月 
・インフルエンザ感染症の感染が拡大し患者数が急増。週を追うごとに感染者が増加した。 
・水痘患者がみられるようになった。 
・４歳女児が気管支喘息重積発作で紹介転院となった。 

１２月 
・幼児から小学生までの水痘が１１人・溶連菌感染症が５人みられた。 

・マイコプラズマ肺炎の３歳女児が、解熱せず咳が増悪したため紹介転院となった。 

１月 
・上旬は小児から中学生の水痘が多くみられた。 
・クループ症候群や胃腸炎による脱水での紹介があった。 

２月 
・インフルエンザＢ型や胃腸炎の感染者が多くみられた。補液を要する患者もみられたが、

状態が改善し全員帰宅となった。 

３月 
・インフルエンザＡ型とＢ型が混在していたが、下旬にはＡ型の感染者はみられなくな

り、患者数も急減した。 

・３歳女児がアナフィラキシー症状で来所。救命処置を行い紹介転院となった。 
 

４ その他 

・土曜日の小児科受診についての問い合わせは、来所 ４５件、電話 １３４件 

・名水マラソン関連の受診者は０人だった。 

・ゴールデンウィーク期間の受診者は２３３人だった。  

・年末年始の受診者は２６９人だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 感染症報告 

（1）新型コロナウイルス感染症   

 
Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

検査 陽性者 検査 陽性者 検査 陽性者 

内科 ９９７人 ３５６人 １，３６０人 ３５４人 ９９７人 ２０３人 

小児科 ５７３人 ７３人 ３６１人 ４０人 ５３３人 １７人 

合計 １５７０人 ４２９人 １，７２１人 ３９４人 １，５３０人 ２２０人 

・令和６年度より新型コロナウイルス感染症の検査数・感染症数共に減少した。流行は６年度と同じ

く夏であった。 

・年間を通して流行時以外でも毎月１０人前後の感染者がみられた。感染経路は不明なことが多く、

ほとんど内科の患者であった。 
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（2）インフルエンザ感染症 

 
Ｒ６年度  Ｒ７年度 

検査数 Ａ型 Ｂ型 検査数 Ａ型 Ｂ型 

内科 １，２３２人 ４１２人 ２７人 ９９６人 ２０８人 ８６人 

小児科 ３５６人 １５９人 １１人 ５７８人 ２５６人 ９３人 

合計 １，５８８人 ５７１人 ３８人 １，５７４人 ４６４人 １７９人 

・インフルエンザＡ型の流行が例年より早く１１月で、流行が年末年始の診療と重ならなか

ったためＡ型の感染者は６年度の半数程度であったが、インフルエンザＢ型の流行が長く続

いたため、Ｂ型の感染者は６年度の約５倍となった。そのため、インフルエンザの感染者の

総数は６年度より増加した。 

・２月、３月は内科小児科共にインフルエンザＡ型とＢ型が混在していた。 
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